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且
和
本
計
闘
病
定
に
当
た
り
、

就
学
時
間
を
一見
直
す
べ
き
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

四
一
・

る
べ
き
」
「

b
か
ら
な
い
」

吋

杭
学
時
閉
の
細
川
力
化
を
倹
討
と
す
る
意
見
で
は
、
照
教
育
五
今
が
的
成
、
一
六
・
三
ね
「
そ
の
他
」
の
遊
山
院
か
ら

巴

す
る
必
要
が
あ
る
と
慢
言
内
長
の
一
人
が
「
釘
学
時
期
を
が
反
対
だ
っ
た
H
グ
ラ
フ
⑦
活
ん
で
ら
ら
った、一

「目
て
の

こ
の
陀
言
に
は
、
五
六
・

一

二
館
に
二

平
早
く
す
る
」
参
照
。

凶」

を
温
ん
だ
回
答
者
に
つ

一

令
が
一
反
対
だ
っ
た
H
グ
ラ
フ
こ
と
を
求
め
た

J

区
市
町

付

反

対
と
制
苫
し
た
明
教
育
い
て
は
、
閉
山
附
犯
述
聞
に
考

-

中
間
報
告
は
、

「
具
体
的
⑤
参
照
。

教
育
長
で
は
、
「
吾
山
市
で
入
長
の
一
人
は
、
「
州市
開
酬
を
あ
え
を
記
し
て
も
ら
い
、
そ
の

一

語
ー

時

四Mm
m
h

長
の
ト
ド
ト
川
口
町
三
町
村
年
一
一
日
目
制
球
目
限
立
法

Uz--

教
育
復
興
径
十
ト

剖

聞

に

つ

悶

で

半

減

さ

せ

る

こ

と

な

ど

た

は

遅

く
プ
へ
学
で
き
る
よ
制
に
」
な
ど
が
あ
る
コ

可
能
性
も
あ
る
」
と
理
由
を
閣
限
負
担
制
度
の
目
見
直
し
は
一

い

て

中

間

報

告

は

、

ど

の

程

を

掲

げ

た

ヲ

こ

の

よ

う

な

細

う

に

す

る

」

に

は

七

・
=
一
命
教
育
仮
開
基
本
計
画
稿
定
説
明
し
」
~
区
市
町
付
教
育
不
要
と
す
る
窓
見
が
四
七

・
一

度
、
踏
み
込
ん
に
内
容
と
す

か
い
目
男
侶
げ
る
こ
と
の
の
支
持
が
あ
り
、
「

一
得
に
で
文
部
科
学
省
が
割
引
笠
し
て
民
で
は
、

「町山
町
負
旧
の
市

二
勿
，

「そ
の
他」

の
同
芭
↑

る

か

な

ど

川

司

、

ま

だ

示

し

て

是

非

で

は
、
質
成
派
が
三
む
税
学
時
簡
を
皐
く

一ま
た
は
い
る
の
は
、
政
府
に
よ
る
教
町
村
へ
の
押
し
付
け
が
不
出
回
で
、

「財
源
は
閣
と
し
つ

一

い
な
い
宅
そ
の
中
で
も
、
就

・
九
句
、
反
対
照
が
三
六

・

遅
く
)
す
る
」
に
は
四
・

一
育
へ
の
財
政
支
出
(
教
育
投
安
」
(
市
教
育
長
)
と
の
反
つ
見
直
し
を
」
と
す
る
意
見
一

学

時

間

の

神

力

化

に

対

し

て

穴

今

を

占

め

た

H
グ
ラ
フ
⑤
勿
の
支
持
が
あ
っ
十
空
間
同
】
目
僚
を
一
明
す
こ
と
だ
。

吋
意
見
か
あ
コ
た
ペ
キ
」
合
わ
せ
る
と
、

六
割
近
く一

は

、

倹

討

を

不

要

と

す

る

意

参

照
。

2
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i

t

s
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・e・-
e

t

i

が
、
閣
が
綾
向
教
育
問
を
今

一

見
が
回
答
者
総
数
の
五
六

・

県
教
育
長
は
、
質
成
と
す

・2
・
3
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z
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:

伎
と
も
負
畑
4
0
-
る
べ
き
と
考
一

一
句
L
Y

一過

半

散

に

還

し

た

の

る

態

見

が

多

か

っ

た

。
た

だ

、

え

て

い

た

っ

一

同
計
画
会

男

性

格

付

け

襲

警

も

、

「

地

方

富

6
割
「
国
庫
負
担
維
持
を
L

一
方
、
底
的
に
間
宮
一

に

つ

い

て

本

ア

ン

ケ

ー

ト

で

主

性

を

尊

重

す

る

必

要

が

あ

但

制

度

を

廃

止

し

、

他

方

が

一

は、

「大

綱

的

な

も

の

に

と

る

」

と

守

蓮

見

を

二

人

が

2
割

強

は

改

革

に

前

向

き

自
由
に
予

塁

悪

一

般

財

一

ど

め

る

」

「

大

綱

的

な

も

の

寄

せ

た

源

か

う

義

務

教

一

再

開

問
を
ま
か

一

に

と

ど

め

る

が

、

財

政

の

在

一

方

、

具

体

的

な

政

需

日

韓

瞳

躍

躍

躍

陸

軍

躍

語

陸

自

彊

謹

瞳
器

量

聾

睦

括

盟

書

盟

菌

だ

。

な

う

べ

き

だ

と

寸

る

意

見

-

Zな
ど

外

的

条

件

箆

備

に

際

の

設

定

患

の

区

市

町

糊

一一

友

一

一

品

一記

一一一
=轟

欝

欝

鱒

欝

本

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
は
、
八
・
九
ゆ
だ
っ
た
O

F

関
す
る
震
は
貝
休
的
に
」

村
教
育
長
の
一

人
は

中

間

報

器

3富
型
車
型
軍
軍
書
留
輯
畠
萄
苗
盟
器
量
喜
事
選

答
者
総
数
の
約
五
七
伶
が
国
「
そ
の
他」

の
図

書

で

、
・

「
よ
り
具
体
的
な
政
稿
国
昭

告

が

示
し
た
具
体
例
に
つ
い
中
間
畑
町
告
は
、
教
育
短
間
一
の
綬
幹
は
織
持
す
る
」
と
し
照
負
但
制
度
の
縫
侍
を
求
め
射
一
限
が
確
保
さ
れ
れ
ば
国
の

一

を
盛
り
込
む
」

「
そ
の
他
」

そ

れ

ぞ

れ

の

遣
問
択
肢
を
選

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
や
て
、

「
各
校
の
実
践
百
僚
と
草
干
宇
中
計
画
策
定
の
関
連
で
、
て
い
る
が
、
政
府
内
に
は
、
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
H

役
割
は
問
b
な
い
と
す
る
態

一

の

漕
h

肢
か
ら
選
ん
で
も
、U

ん
だ
理
由
を
見
歪
」
、

「大
独
{
屋
を
縛
る
こ
と
に
も
つ
し
て
燭
げ
る
冨
疑
で
あ
る
」

餐
助
教
育
問
国
締
負
但
制
度
改
一
車
を
求
め
る
声
が
強
い
。

グ
ラ
フ
⑤
参
照
。
罪
」
合
わ
せ
る
と
、
約
一
一
一一一
一

っ
た
2

間
的
」
で
は
、

「具

体

的

な

な

が

り

か

ね

な

い

」

(

政

令

と

断

じ

た

。

に

触

れ

た
。
制
度
の
恨
斡
は
園
の
財
政
状
況
を
改
醤
す
る

同
制
度
の
見
直
し
間
四
で

均
一が
政
績
に
前
向
き
の
意
見

↑

そ

の

浩

雫

、

回

高

者

総

数

も

の

は

情

割

問

に

よ

っ

て

変

化

市

教

育

長

)

一

ノ
「
よ
り
目
R

隊
ま
た
、
反
対
と
回
答
し
た
縫
持
し
つ
つ
、
閣
の
賛
任
、
こ
と
、
地
方
の
向
て
王
位
を
鉱
は
、
「
見
直
し
不
要
」
「
段
だ
っ
た
3

一

の
う
ち
、
「
宍
倒
的
」
が
こ
は
っ
た

H
グ
ラ
フ
吾
参
照
、

す
る
こ
と
も
あ
る
n

柔
軟
性
的
な
政
積
百
億
」
で
は
、
小
学
佼
長
は
、
「
い
じ
め
等
地
方
分
権
な
ど
を
考
慮
し
、
大
す
る
こ
と
な
ど
が
狙
い
階
的
に
一
般
財
源
に
を
進
一
め
照
性
別
で
は
、
区
市
附
村

一

六
・ヘ
均、

「
外
的
条
件
鐙

「
よ
り
具
体
的
な
政
積
回

を
待
た
せ
る
べ
き」

『小
学
「
学
校
現
周
や
保
護
者
に
分
の
問
題
は
、
具
倖
的
な
数
値

同
制
度
の
在
り
方
舟
」
償
討
す

教
育
長
で
全
体
の
へ
一

・

2

備
」
が
三
五
・
〔
号
、
「
よ
標
」
を
選
ん
だ
割
合
は
、
原
校
長
」一
「
外
的
条
件
整
備
に
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
目
慨
を
燭
げ
て
解
決
す
る
も
る
必
要
が
あ
る
と
搾
言
し

匂
が
「
見
直
し
一
小
要
」
と
し

一

り
具
体
的
な
政
摂
目
同
時
」
が
教
育
長
が
古
聞く
、
管

理

職

は

で

は

、

「

具

体

的

な

政

策

目

と

が

必

要

」

(

中

学

校

教

拘

)

の

で

は

な

い

」

と

述

べ

た

。

た

。

て

い

る

、

。

二
-3
7
三
引
と
い
う
割
合
に
底
か
つ
に
・

陪

#

一

盛

り

込

み

す

ぎ

る

と

、

ー

が

あ

っ

た

。

中

間

報

告

は

、

教

育

憶

興

文

部

科

学

省

は

、

「

制

度

同

僚

に

、

「

見

直

し

一

卜

要

」

と
回
笛
し
た
の
は
県
教
育
長

で
ニ

E
・
0
句
、
官
埋
聴
五

五
・
二
今
、
教
員
四
三
・
へ

一

句
だ
っ
た
。

『

「
一
舵
財
源
化
」
を
求
め
一

る
閲
遣
の
割
合
が
高
か
っ
た

↑

の
は
、
品
目
罰
-
教
関
全
体
の

一

一
ヘ
・
ヘ
均
一キ
昌

め
た
。
一

県
教
育
長
で

「

【グラフ⑤】中間報告が娼げた政策目標の惇'1Jk， 芸事庁法え 3言~ 

平成15年 (2003年)

Eヨ(5) 

管理職は具体性求めず
わから
ない
7.3% 

1月10日.(金曜日)

政策目標が自主性縛る恐れ

【グラフ④】教育振興基本計画の性格

体

る

塗

る

里

山

一

め

件

め

で

ど

条

に

ど

ま
か

L
'可
ル
」
仙
町

L
L

陸
山
に
お
れ
ゆ
持
mw

に

目

的

政

具

的

軍
用
h

a
h

岨
嗣
制
問

H
ゆ

田

桐

政
的
大
が
備
大

口

口

不適当

36.6% 

【グラフ⑤】就学時期の弾力化

ら
、

%

幼

な

M

t

1

 

.わからない

口その他・包図書

口 一般財源化を

.蜘hi確保さ11M
目的在割I~問b/;;l'

口抑11固としつつ見
直しを

見直し不要

【グラフ⑦】投資目標の明示

その他 ・無回答

17.9% 

ら
、
%

、
し

l

幼

か
れ
V

4
f
b

内
〆
』

【グラフ③】義務教育費

示すべきではない16.3%

京橋
工 爪
菜 大

笠郎
擾 東

そ
の
よ
う
な
財
源
が
あ
れ
ば

(国
以
外
の
機

関
に
)
分
け
た
方
が
い
い
。

一

法
律
で
基
本
計
画
を
定
め
る
場
合
に
大
切
一

な
の
は
、

「だ
れ
が
だ
れ
を
監
視
す
る
た
め

の
も
の
か
」
だ
。
乙
れ
は
、
国
民
が
政
府
の

行
動
を
監
視
す
る
た
め
の
も
の
だ
。

「
こ
の

政
府
が
国
民
か
己
負
託
を
受
け
て
税
金
を
五
年
聞
は
乙
の
よ
う
な
目
標
で
教
育
行
政
を

使
う
以
上
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
挙
げ
行
う
よ
う
に
」
と
政
府
に
目
標
を
与
え

る
予
定
か
事
前
に
宣
言
し
て
、
そ
の
政

1
4

、
て
、
そ
の
結
果
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
い

策
の
よ
し
あ
じ
を
国
民
に
判
断
し
て
も
十
(

う
性
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ち
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
正
し
い
。
乙
ド
札

目
標
を
掲
げ
る
機
関
と
、
チ
ェ
ッ
ク

の
よ
う
な
計
画
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
相
関
す
る
機
関
は
別
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

国
会
で
の
予
算
審
議
や
決
算
と
い
っ
た

A
乞

い

。

同
じ
機
関
が
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
、

議
論
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
。
画
扇
正
確
な
デ
l
タ
が
集
ま
ち
な
い
恐
れ
が

目
標
を
掲
げ
る
な
ら
、
「
必
ず
実
行
引
引
あ
る
。

で
き
る
」

「
頑
張
れ
ば
実
行
で
き
る
」

E
t

目
標
と
し
て
(
過
度
に
)
具
体
的
な

と
い
う
も
の
を
掲
げ
る
べ
き
だ
。

「や
ヲ
@
項
目
を
掲
げ
る
と
、
「
そ
れ
さ
え
達
成

っ
た
方
が
い
い
」
と
い
う
も
の
は
、
余
事
己
で
き
れ
ば
い
い
」
と
い
う
ゆ
が
み
が
起

力
が
あ
れ
ば
、

-
(国
以
外
の
)
ど
の
教

竹
、
と
る
可
能
性
が
あ
る
。
非
常
に
本
質
的

育

機

関

で

も

や

る

。

昨

旭

な

項

目

に

限

る

べ

き

だ

。
普
通
は
、
あ

必
ず
実
行
す
べ
き
目
標
を
掲
げ
、
そ
羽
ず
る
項
目
を
操
作
す
る
と
、
付
随
的
な
効

れ
さ
え
実
現
す
れ
ば
社
会
は
最
低
限
機
討
ヨ

果
を
伴
う
。
(
全
体
と
し
て
目
標
を
達

能
す
る
と
い
ヨ
目
標
に
絞
り
組
む
べ
き
成
す
る
よ
う
な
)
う
ま
い
指
標
を
作
る

だ
。
そ
し
て
、
不
要
な
予
算
は
使
わ
な
い
。
と
と
が
政
策
上
の
技
術
だ
。
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!でも?デモ?・.デモ冷
戦
終
わ
り
低
調
は
必
然

|
|
圏
内
で
反
戦
平
和
運
動

は
勢
い
が
な
い
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
ご
自
身
、
閃
年
代
末
に

は
反
体
制
的
な
学
生
運
動
に
参

加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

「
え
え
。
当
時
は
左
派
の
議

論
に
あ
る
程
度
説
得
力
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
叩
年
代

に
、
日
本
の
知
識
人
が
附
く

『
社
会
主
義
勝
利
』
の
図
柄
に

は
般
拠
が
な
い
と
考
え
、
雌
れ

ま
し
た
」

|

|
現
状
を
ど
う
見
て
い
ま

す
か
。「

反
戦
平
和
は
、
日

i
m年

代
に
は
動
員
力
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
が
、
そ
れ
を
支
え
た
社

会
的
背
民
は
い
ま
や
消
失
し
て

い
る
。
デ
モ
が
牒
り
上
が
ら
な

EE面白勘・・~ïII吃週17 

東工大教授(社会学〉

い
の
も
当
然
で
す
」

|
|
社
会
的
背
景
と
は
。

「
最
も
重
要
な
の
は
冷
戦
の

存
在
で
す
。
核
兵
部
を
持
つ
二

つ
の
超
大
国
が
開
戦
態
勢
に
あ

り
、
日
本
人
の
中
に
も
核
ミ
サ

イ
ル
が
飛
来
す
る
こ
と
へ
の
リ

ア
ル
な
恐
怖
感
が
あ
っ
た
」

「
国
際
的
に
は
『
世
界
中
の

市
民
か
団
結
す
れ
ば
冷
戦
構
造

は
崩
れ
て
平
和
に
な
る
』
と
い

う
共
産
主
義
の
主
張
が
あ
り
、

国
内
に
は
『
米
国
に
協
力
す
る

と
核
戦
争
の
巻
き
添
え
に
な
る

か
ら
中
立
を
目
指
そ
う
』
と
い

う
平
和
主
義
の
主
張
が
あ
っ

た
。
当
時
は
、
そ
う
か
も
し
れ

な
い
と
思
え
た
。
し
か
し
冷
戦

の
終
結
で
、
そ
の
反
対
だ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」

|

|冷
戦
の
終
結
後
、
反
戦

運
動
は
ど
の
よ
う
な
挑
戦
を
受

け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

「
『
平
和
の
た
め
の
戦
争
』

と
言
わ
れ
た
湾
岸
戦
争
が
、
国

内
の
絶
対
平
和
主
義
に
打
撃
を

与
え
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
に
侵
略

さ
れ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
自
力
で

は
主
権
を
回
復
で
き
な
か
っ

た
。
手
助
け
と
し
て
多
国
籍
軍

が
編
成
さ
れ
た
が
、
日
本
で
は

参
加
反
対
の
議
論
が
強
か
っ

た
。
が
、
第
2
次
世
界
大
戦
の

連
合
軍
は
、
日
本
に
侵
附
さ
れ

た
中
国
を
手
助
げ
し
た
の
で

す
。
も
し
迎
合
軍
の
行
為
が
正

し
か
っ
た
と
認
め
る
な
ら
、
論

班
的
に
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
助
け

必
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
。
「
言
語
ゲ
l
ム
と
社
会
迎
論
」
「
柿
爪

人

大
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
新
世
多
数
。
教

育
改
革
を
め
ぐ
る
提
言
や
、
文
芸
評
論
家

・
加

藤
典
洋
民
ら
と
の
討
論
本

「
天
皇
の
戦
争
資

任
」
で
注
目
を
集
め
る
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で

の
発
言
を
続
け
て
い
る
。

る
多
国
籍
軍
も
正
し
い
と
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

|
|
「
平
和
の
た
め
の
行
動

と
は
何
か
」
に
つ
い
て
の
社
会

合
恐
が
作
り
に
く
い
?

「
え
え
。
今
回
も
フ
セ
イ
ン

大
統
領
が
侵
附
者
で
あ
る
こ
と

は
自
明
で
あ
り
、
米
国
は
イ
ラ

ク
の
核
使
用
を
抑
止
し
よ
う
と

し
て
い
て
、
イ
ラ
ク
攻
撃
に
は

『
桜
反
対
の
戦
争
』
の
面
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
結
集

を
妨
げ
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
核

問
題
へ
の
対
応
で
今
後
、
米
国

に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
事
情
も

あ
る
。
総
合
す
れ
ば
今
、
米
国

に
反
対
す
る
班
由
は
薄
い
」

ー
ー
し
か
し
最
近
の
世
論
制

査
で
は
、
イ
ラ
ク
攻
撃
へ
の
反

対
が
百
%
に
上
っ
て
い
ま
す
。

「
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
よ
く

考
え
て
い
な
い
か
ら
、
そ
う
な

る
。
安
全
保
障
の
方
法
論
を
考

え
な
い
反
戦
論
は
、
考
え
て
い

な
い
が
ゆ
え
に
、
重
大
事
態
が

起
き
た
場
合
に
パ
ニ

ッ
ク
に
陥

り
や
す
く
、
反
動
で
非
合
理
的

ー
ー
な
ぜ
欧
米
で
大
規
脱
な

デ
モ
が
起
き
た
の
で
し
ょ
う
。

「米
国
民
に
は
自
分
た
ち
が

戦
争
に
行
く
と
い
う
切
迫
し
た

事
情
が
あ
る
。
欧
州
に
は
一

般

に
米
国
へ
の
距
離
感
が
あ
り
、

欧
州
連
合
で
米
国
へ
の
対
抗
州

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
」

|

|
反
戦
平
和
デ
モ
と
い
う

行
動
に
可
能
性
は
な
い
?

「
絶
対
平
和
主
訟
を
国
際
社

会
に
広
め
て
い
く
と
い
う
選
択

肢
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
今

回
も
国
際
的
な
反
戦
辺
助
と
の

連
携
は
成
功
し
て
い
な
い
。
絶

対
平
和
主
一
致
の
ぷ
昧
を
徹
底
し

て
問
う
精
神
的
土
岐
か
日
本
に

あ
る
な
ら
、
も
う
芽
が
出
て
い

た
は
ず
だ
。
新
し
い
世
界
的
勢

に
対
応
し
て
、

安
全
保
陥
と
平

和
梢
築
の
あ
り
方
を
見
附
す
べ

き
だ
ろ
う
」

「
そ
の
際
、
デ
モ
よ
り
大
事

な
こ
と
が
あ
る
。
討
論
だ
。
デ

モ
が
低
訓
で
も
討
論
が
交
わ
さ

れ
て
い
る
な
ら
、
そ
の
方
が
よ

い
。
デ
モ
が
討
論
の
き
っ
か
け

に
な
る
な
ら
質
成
で
き
る
」

(聞
き
手
H
甑
打
栴
)

大三郎氏橋爪

旬、
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東
京
工
業
大
学
教
授

構
爪

大
三
郎
さ
ん

は
し
づ
め
・だ
い
さ
ぶ
ろ
う
川
崎
年
生
ま
れ
。
豆
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
利
附
土
淑
院
修
了
。
近

お
に

「日
本
人
は
宗
教
と
戦
争
を
ど
う
考
え
る
か
」

(
共
者
)
、
「
そ
の
先
の
日
本
国
へ
」
。
政
治
の
定

載
の

一
つ
に

「セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
守
る
こ
と
」
を
挙
げ
、
公
共
性
の
再
附
蜘
加
を
ぬ
く
。

監視する社会
犯罪やテロ、感染症・…・・現代に渦巻く不安への対応に追わ

れる「監視社会J。誰もが安全と安心を求めるが、 一方で日

常生活の息苦しさも地す。 自由との両立は可能なのか。
(司会・大嫁品)

安
心
確
保
す
る
手
段
必
要

自
由
は
も
う
万
能
で
な
い

ー
l
長
崎
の
幼
児
判
明
也
事
件
で
め
に
必
婆
な
手
段
だ
ろ
う
。
わ
れ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
や
イ
ン
タ
ー

限
協
カ
メ
ラ
の
存
佳
が
改
め
て
注
小
倉
不
安
は
自
然
に
生
ま
れ
ネ
ッ
ト
な
ど
、
人
々
が
側
人
的
位

目
さ
れ
ま
し
た
。
る
感
情
で
は
な
い
。
長
崎
市
中
件
で
界
を
防
総
す
る
た
め
の
鋭
的
が
地

小
倉
長
崎
の
事
件
と
関
係
な
争
チ
供
の
性
の
閉
山
山
な
ど
背
取
を
え
た
現
内
は
、
間
人
他
が
似
点
に

く
防
協
力
メ
ラ
が
培
え
て
い
る
。
凶
視
せ
ず
、
不
安
だ
け
が
流
布
さ
巡
し
、
妄
怨
や
ス
ト
1
カ
ー
の
よ

私
が
納
め
る
大
学
の
他
物
の
凶
上
れ
た
。
不
安
感
情
は
メ
デ
ィ
ア
や
う
な
犯
却
を
一
生
ん
で
い
る
。
こ
れ

に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
見
協
せ
節
祭
に
よ
っ
て
促
さ
れ
、
安
易
に
を
防
ぐ
方
法
が
な
け
れ
ば
自
分
の

る
大
型
カ
メ
ラ
が
つ
い
て
い
る
。
安
心
を
得
る
手
段
と
し
て
阪
視
力
安
全
は
守
れ
な
い
と
い
う
感
銘

位
倶
カ
メ
ラ
は
、
学
生
や
地
域
の
メ
ラ
を
悩
く
こ
と
に
な
る
。
が
、
が
、
今
の
不
安
の
中
身
だ
ろ
う
。

人
が
犯
保
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
不
安
心
盟
は
舵
視
力
メ
ラ
の
限
総
古
い
日
本
家
出
血
に
は
側
室
が
少

る
と
凝
う
視
似
の
象
徴
だ
。
日
時
広
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
刺
激
さ
れ
、
な
か
っ
た
。
院
内
で
犯
叫
が
起
き

必
泊
さ
れ
た
図
会
の
悦
倶
力
メ
ラ
桝
決
は
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
一
般
視
そ
う
に
な
れ
ば
筋
三
者
が
踏
み
込

も
、
政
治
家
や
約
闘
な
ど
で
訪
れ
カ
メ
ラ
を
い
っ
た
ん
な
く
し
た
ら
め
た
。
カ
メ
ラ
は
な
く
て
も
人
間

る
市
民
へ
の
銃
い
の
倶
似
を
象
徴
ど
う
な
る
か
と
い
う
思
考
実
験
か
が
相
互
に
臨
調
し
た
。
間
人
に
自

し
て
い
る
。
院
視
力
メ
ラ
に
依
存
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
な
と
し
て
、
ヵ
白
は
な
い
が
、
代
わ
り
に
安
全
が

す
る
形
で
安
全
を
守
ろ
う
と
い
う
メ
ラ
の
要
ら
な
い
佳
品
詞
度
づ
く
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
古
い
共
同
体

考
え
方
は
川
巡
い
で
あ
り
、
質
成
り
を
目
指
す
べ
き
だ
。
的
相
互
舵
視
に
代
わ
る
シ
ス
テ
ム

で

き

な

い

。

橋

爪

社
会
に
広
が
る
杢
安
に
と
し
て
、
い
ま
隙
視
カ
メ
ラ
が
求

橋
爪

犯
知
が
な
く
、
舵
視
力
は
十
分
根
拠
が
あ
る
。
不
安
が
ま
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
々
が

メ
う
も
な
い
の
が
盟
加
に
決
ま
つ
ず
あ
り
、
既
視
カ
メ
ラ
が
求
め
ら

自
由
に
な
り
附
人
他
し
た
こ
と
と

て
い
る
が
、
現
実
の
社
会
に
は
山
仰
れ
る
と
い
う
.
般
市
だ
。
喪
服
な
而
開
係
に
あ
る
。
そ
う
い
う

々
な
危
険
が
あ
る
。
人
々
の
安
心
こ
の
不
安
は
国
家
昨
力
に
対
す
背
反
抜
き
に
蛇
視
カ
メ
ラ
を
な
く

を
郁
保
す
る
手
段
が
必
要
だ
。
特
る
不
安
で
は
な
い
。
自
分
の
隣
人
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
は
、
順
序

に
女
性
や
者
人
に
安
心
な
社
会
と
の
行
動
が
、
自
分
に
は
予
測
不
可
と
し
て
適
切
で
は
な
い
。

は
、
迫
田
の
前
球
山
を
持
っ
て
さ
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
が
小
倉
私
は
逆
に
舵
視
カ
メ
ラ

え
い
れ
ば
前
泊
に
生
活
が
送
れ
る
今
日
の
一
小
安
の
内
実
に
。
苦
か
ら
こ
そ
が
不
安
を
生
み
出
す
と
考
え

社
会
だ
。
舵
視
力
メ
ラ
は
そ
の
た

m市
は
側
人
を
自
由
に
す
る
と
い
る
。
カ
メ
ラ
が
設
山
倍
さ
れ
る
こ
と

3
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自
由
支
え
る
匿
名
性
崩
壊

富
山
大
学
教
授

倉

自
体
、
そ
こ
に
不
安
が
あ
る
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り
、
不
安
の

原
因
に
な
る
。
除
視
カ
メ
ラ
市
場

が
忌
述
に
拡
大
し
て
い
る
。
不
安

が
附
品
化
さ
れ
、
外
国
人
や
若
者

を
根
処
な
く
危
険
視
す
る
胤
削
を

市
羽
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
支
え
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

圃

-

口
口

|

|位
視
社
会
化
と
の
附
述
で

本
納
奴
倒
し
た
住
訴
ネ
ッ
ト
へ
の

懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
倉

州
人
的
慨
を
総
合
的
に

扱
え
る
の
で
、
仙
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
潔
刻
な
侵
慌
を
被
る
。
屯

子
政
府
と
い
う
I
T
(的
抑
技
術
)

を
も
と
に
し
た
統
治
シ
ス
テ
ム
の

一
部
だ
と
い
う
位
回
づ
け
が
必
要

だ
。
民
主
主
総
に
法
づ
く
政
治
制

度
を
似
本
か
ら
阪
す
新
し
い

m力

の
仕
組
み
に
な
る
危
険
が
あ
る
。

阿
川
出
は
ニ
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

近
代
社
会
の
自
由
そ
支
え
て
き
た

限
名
性
の
崩
犠
だ
。
役
所
は
住
民

の
州
人
的
織
を
紙
と
叫町
市
で
処
川
仰
を

一
一
苅
附
に
竹
川
す
る
技
術
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
校
術
を
使
う
よ

で
き
る
飽
図
で
集
め
、

特
別
し
て
は
、
効
点
化
が
匝
古
川
さ
れ
る
引
世
う
に
な
る
。
そ
れ
は
犯
山
川
町
を
訓

き
た
。
そ
の
処
川
速
院
は
古
代
か
紀
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
不
可
欠
。

べ

る
だ
け
で
す
む
の
か
。
米
岡
に

ら
羽
位
紀
ま
で
ほ
ぼ
変
他
し
て
い
応
用
へ
の
断
念
は
わ
か
る
が
、
対
は
、
イ
ラ
ク
枇
争
に
戸
刈
ず
る
者

な
い
。
と
こ
ろ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
加
は
あ
る
。
出
名
性
的
川
保
の
た
は
テ
ロ
へ
の
加
担
者
だ
と
い
う
見

ー
に
よ
っ
て
、
川
旭
川
不
可
出
だ
つ
め
、
例
人
に
対
す
る
険
織
の
川
別
方
が
あ
る
。
思
似

・
信
条
・
政
治

た
大
門川の

m
mmが
処
則
で
き
る
よ
能
力
を
抑
制
す
る
こ
と
だ
内
山
仙
活
動
の
自
由
に
台
ま
れ
る
川
分
が

う
に
な
っ
た
。
寺
で
は
巡
伝
子
レ
し
た
州
人
的
仰
の
う
ち
、
ど
の
削
防
御
対
匁
に
な
り
か
ね
な
い
υ

ペ
ル
で
制
人
を
減
別
し
、
統
治
す
分
を
使
わ
な
い
こ
と
に
す
る
か
を
橋
爪
従
沢
明
の
犯
卯
に
対
す

る
筏
術
を
も
つ
こ
と
が
可
能
だ
。

決

め
、
法
的
に
刈
制
す
べ
き
だ
。
る
欣
視
の
レ
ベ
ル
で
は
不
十
分
で

筋
二
は
、
山
川山
相
処
川
の
高
山
化
民
主
主
必
へ
の
阪
神
は
州
法
に
あ
り
、
よ
り
依
し
い
防
御
が
必
必

は
民
主
主
泌
を
福口
一
か
す
だ
ろ
う
と
は
な
い
。
民
主
主
将
の
本
的
は
議
だ
と
い
う
方
向
に
動
い
て
い
く
だ

い
う
こ
と
。
人
々
が
ぶ
仰
す
る
巡
治
だ
ω

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
小
に

ろ
う
。

テ
ロ
リ
ス
ト
は
一
般
社
会

皮
が
悩
縦
処
刑
川
の
ス
ピ
ー
ド
に
迎
川
川
削
m
処
川川
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
に
市
け
込
ん
で
い
る
。
テ
ロ
そ
引

い
っ
け
な
く
な
っ
た
。
民
主
主
げ
抗
議
論
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

前
に
抑
止
す
る
に
は
叩
仙
行
為
の

の
手
続
き
に
必
要
な
議
論
の
時
川

公
挟
の
仏
品
が
約
仰
を
手
足
と
し
段
附
で
予
防
険
京
的
に
対
処
す
る

ha.

，F

哨

wm削

て
ど
う
使
う
か
と
い
う
川
胤
で
は
し
か
な
い
。
実
阪
の
テ
ロ
リ
ス
ト

』
・
・
圃
・
圃
夙

ua限
州
側
聞

あ
っ
て
も
、
総
抑
止
を
機
川
一
初
代
行
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
人
々
の
州

-
F
人

一

引

す

き

い

う

古川
で
は
な
い
。

人
誌
を
信
仰
す
る
必
廷
が
あ

.

.

 噌

司
q

d
h
P
4
・
E
S

り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
で
は
い
人
々
の

圃一
乙
ず
『韓

日
・
・

口
t

H

、

.，FF
hリ
O
Hい

4a刑
制

酬

仙

人

的

械

が

デ

ー
タ
ペ

l
ヌ
の
中

:
i

am吻
側

|

|

「

悦
協
」
へ
の
附
心
は
、
に
膨
大
に
市
附
さ
れ
ゐ
。
彼
ら
も

が
似
駄
に
地
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

9
-nテ
ロ
以
降
、
位
界
的
に
古
川
股
視
さ
れ
る
紘
一
う
っ
と
忠
則
さ
れ

っ
て
い
る
。
政
府
は
議
会
を
抑
制
出
ま
っ
て
い
ま
す
。
る
不
安
の
状
態
に
常
時
れ
か
れ
る

し、

I
Tを
肱
使
し
た
ア
ン
ケ
1

小
愈

9
・

uの
テ
ロ
リ
ス
ト
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
川
さ
れ
る

ト
や
世
論
制
官
に
依
存
す
る
。
住
た
ち
は
正
胤
の
手
紛
き
で
入
国
の
か
。
ま
た
、
そ
の
効
現
に
見
合

法
ネ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
条
件
を
恥
し
、
飛
行
限
に
漂
っ
た
。
そ
う
な
う
だ
け
の
コ
ス
ト
と
い
え
る
の

備
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
る
と
、
テ
ロ
リ
ス
ト
を
峨
別
す
る
か
。
こ
う
し
た
ぷ
み
を
米
国
ほ
と

橋
爪
住
川拙
ネ
ッ
ト
は
必
然
的
た
め
に
、
合
法
に
入
国
す
る
人
々
が
始
め
た
の
は
以
近
で
あ
り
、
今

に
探
用
さ
れ
る
べ
き
技
術
だ
っ
辛
日
悼
を
航
畑
惜
し
、
そ
の
人
物
の
背
後
、
市
民
社
会
全
体
と
し
て
ぷ
論

た
。
例
人
に
お
号
を
与
え
間
人
的
悦
を
把
似
す
る
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
し
判
断
し
て
い
く
ほ
か
な
い
。

• 
な
の
だ
と
思
う
。
自
由
は
万
抽
出
で

は
な
く
条
件
付
き
の
も
の
に
は
っ

た
の
だ
、
院
視
が
な
け
れ
ば
自
由

は
か
え
っ
て
危
う
い
の
に
、
と
。

そ
う
い
う
前
仰
に
立
っ
て
初
め

て
、
州
人
の
自
由
を
一
川
俊
…
下
い
ず

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
劇
祭
の
社
る
よ
う
な
抑
5
の
欠
ぽ
を
明
る
み

会
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
は
泌
に
出
し
、
そ
の
起
訴
を
市
民
社
会

っ
て
、
利
山
の
的
突
が
あ
る
の
は

が
訴
泊
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る

当
た
り
前
だ
の
だ
か
ら
こ
そ
守
お
う
。
航
視
を
め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

に
帆
す
る
ル
l
ル
を
つ
く
る
鍔
力

ン
を
政
府
、
何
奴
と
市
民
が
共
同

を
怠
つ
て
は
な
ら
な
い
。

で

つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

問
視
社
会
は

一
方
的
に
ル
1
ル

う
J
て
の
方
が
肘
川
県
と
し
て
附
耐

を
押
し
つ
け
る
。
人
々
の
限
利
は
社
会
仰
の
実
態
を
市
民
が
コ
ン

一
般
に
制
限
さ
れ
る
方
向
に
向
か
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
を
手
に
入

ぅ
。
こ
う
な
る
しこ
瓜
実
に
は
恥
抽
出
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

カ
メ
ラ
を
岐
川
す
る
滋
択
し
か
伐
い
か
。

さ
れ
な
い
。
自
由
と
安
全
の
川
で
小
倉
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な

う
ま
い
中
間
的
な
併
と
し
ど
こ
ろ
い
と
思
う
。

事
同
が
院
協
段
術
を

を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

加
制
で
き
る
枠
組
み
が
な
い
u

舵

橋
爪
問
視
を
な
く
す
こ
と
を
視
伎
術
を
ど
こ
ま
で
法
や
法
制
行

自
己
目
的
と
す
る
よ
う
な
A
h酬
は
機
関
に
長
ね
て
い
い
の
か
と
い
う

本
末
転
倒
だ
。
悦
視
社
会
悩
の
実

山誠
治
も
成
熟
し
て
い
な
い
。

態
と
、
「
川
山
協
は
い
け
な
い
。
臼
例
え
ば
法
仰
に
は
内
祭
の
w
mM州

自
が
大
引
だ
」
と
い
う
原
則
と
の
出
血川
の
ル
l
ル
は
川
い
て
あ
る

い
い
い

-
細
川
附
が
広
が
り
す
ぎ
る
の
も
、
制
が
、
使
用
す
る
袋
内
や
肢
術
は
則

め
て
好
ま
し
く
な
い
。

制
さ
れ
て
い
な
い
。
法
の
及
川
村
な

九州
一
訓
的
な
言
い
方
に
な
る
が
、
い
と
こ
ろ
で
技
術
が
似
槻
任
会
出

自
由
に
つ
い
て
の
古
典
的
な
考
え

を
促
す
。
市
民
の
不
安
は
附
川
さ

方
、
つ
ま
り
州
人
の
制
峨
に
悶
家

れ
ず
、
白
闘
は
狭
め
ら
れ
る
か

は
一
切
断
み
込
ん
で
は
な
ら
な
い
ら
、
祉
会
制
成
へ
の
畑
山
は
以
え

し
、
信
市
の
自
由
へ
の
侵
出
や
川

る

。
必
要
な
の
は
、
カ
メ
ラ
0
・コ

初
の
w
椋
は
全
く
あ
っ
て
は
な
ら

l
ド
市
号
で
制
人
を
山
仰
す
る
の

な
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
は
、
で
な
く、

一一同
い
信
州
の
何
ら
れ
る

修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
社
会
を
つ
く
る
こ
と
だ

U

リ
ス
ク
見
極
め
妥
協
点
を
橋
爪
氏

市
民
か
ら
の
歯
止
め
困
難

1
1舵
視
社
会
化
は
、
技
術
と

い
う
も
の
を
ど
う
考
え
る
か
と
い

う
川
問
で
も
あ
り
ま
す
。

小
倉

I
Tの
発
述
は
、
予
測

否
可
能
な
も
の
を
木
安
践
的
に
結

び
つ
け
て
院
視
す
る
方
向
に
進
ん

で
い
る
。山山
山
視
カ
メ
ラ
も
川町
倣
に

加
え
て
、
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス

(
生
体
認
札
)
な
と
州
人
減
別
シ

ス
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
、
と
こ
と

ん
脳
人
を
識
別
し
よ
う
と
す
る
ω

そ
れ
で
も
不
安
は

一
向
に

m梢
し

な
い
し
、
安
全
に
も
街
与
し
な

い
。
技
術
の
泡
脱
で
あ
る
と
い
う

し
か
な
い
。

橋
爪

技
術
の
独
り
歩
き
は
ど

ん
な
技
術
に
も
あ
る
。
安
全
へ
の

待
与
に
対
す
る
焼
川
も
わ
か
る

が
、
安
全
の

「間
以
」
と
い
う
も
の

の
変
化
に
背
目
す
る
べ
き
だ
。
例

え
ば
医
学
は
ど
れ
ほ
ど
進
歩
、
発

注
し
て
も
病
気
は
決
し
て
な
く
な

ら
な
い
し
、
人
間
が
死
な
な
く
な

る
わ
け
で
も
な
い
。
で
は
医
学
は

発
逗
し
な
く
て
い
い
の
か
と
い
う

と
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
あ
る
加

の
伝
染
病
が
克
服
さ
れ
れ
ば
、
次

の

「質
」
の
他
政
不
安
が
問
題
と

な
る
。
そ
れ
も
克
服
す
れ
ば
、
ま

た
次
の
川
凶
が
作
品
識
さ
れ
、
そ
の

克
服
に
挑
む
。
人
川
と
妓
術
の
削

利
丸
さ
ん

お
ぐ
ら
・
と
し
ま
る

日
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
陣
士
課
程
削
則
退
学
。
制
着

に
「
世
界
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
椴
巡
動
と
監
視
社
会
」

「エ
シ
ュ
ロ
ン
」
な
ど
。
市
民
団
体

「ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
反
悦
視
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」

を
主
宰
し
、
通
信
傍
受
法
(
盗
服
怯
)
へ
の
反
対
巡
動
に
も
取
り
組
む
。

係
は
後
一
一
民
り
が
き
か
な
い
。
叫
札川視

技
術
も
多
分
そ
う
た
ろ
う
。

口

口

• 
ー
l
社
会
の
安
全
と
州
人
の
自

由
と
の
川
に
折
り
合
い
を
つ
け
る

こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

橋
爪
こ
れ
は
愉
則
的
に
附
決

の
つ
く
川
凶
で
は
な
い
。
自
由
と

安
全
の
川
の
ど
こ
か
で
妥
協
す
る

し
か
な
い
。

「舵
視
は
こ
こ
ま
で

に
し
、
自
分
が
慌
祝
さ
れ
る
可
能

性
も
こ
こ
ま
で
に
し
て
も
ら
う
。

そ
の
先
は
リ
ス
ク
と
し
て
仰
っ
て

も
仕
方
が
な
い
」
。
そ
う
い
う
協

と
し
ど
こ
ろ
を
み
ん
な
で
吋嶋
崎

し
、ム
ヲ
山
山
す
る
し
か
な
い
。

小
倉
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

よ
う
な
均
所
が
、
阿
川御
社
会
の
別

組
状
態
な
の
だ
ろ
う
。
答
は
快
起

で
自
由
に
限
る
抑
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
け
れ
ど
、
実
際
は
逸
脱

し
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

小
倉
氏

山
閉
鎖
の

「N
シ
ス
テ
ム
」

(
泊
附
上
を
走
る
肌
御
技
術
の
ハ
イ
テ
ク
化
も
消
し
い
。
今
の

車
の
ナ
ン
バ
ー
を
自
動
的
に
悩
み
と
る
辺
自

は

町
視
力
メ
ラ
の
多
く
は
デ
ジ
タ
ル
ぬ
繭
な
の
で

や
金
融
機
閃
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
悦
視
力
一
メ

ル
}
似
似
・
加
工

・
快
泌
が
た
や
す
い
。
削
の
愉
卯
の

う
は
以
前
か
ら
存
在
す
る
が
、
こ
こ
数
年
は
叫
A
Q

玄

特
徴
点
を
と
ら
え
た
「
削
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を

貨
当
局
と
地
域
の
附
庖
仰
な
ど
官
民
双
方
に
よ

社

市
前
に
作
っ
て
お
け
ば
、
出
版
し
た
削
と
川
寄

金
属
が
鉱
大
。
旧
年
の
大
阪
教
育
大
付
府
池

視

し
て
純
が
そ
の
川
引所
を
泊
っ
た
か
把
似
可
能
に

田
小
児
市
殺
似
市中
件
を
機
に
、
学
佼
へ
の
泌
悩

酷皿

な
る
。

i
T
祉
会
全
般
を
「
舵
視
社
会
仁
三
衣
ぬ

も
制
え
て
き
た
。

一
体
」と
す
る
指
摘
も
あ
る
。


